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キャピタランド（CATL） 
Ascendas Singbridge の不動産の取得へ、管理不動産

残高を 2020/12 期までに 1,000 億 SGD へ引き上げる 
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• 11/14 発表の 2018/12 期 3Q（7-9 月）は、売上高が前年同期比 16.9％

減の 12.60 億 SGD、営業利益が同 0.7％増の 6.61 億 SGD、純利益が同

13.6％増の 3.62 億 SGD となった。 

• プロジェクトの収益計上が減少したため減収となったが、新規に取

得した物件や不動産投資ファンドの連結対象化などが寄与し増益。 

• 不動産開発会社 Ascendas Singbridge の不動産を運営する子会社 2 社の

全株式を取得すると発表。管理不動産残高を 2020/12 期までに 1,000

億 SGD に引き上げ管理不動産残高で世界上位 10 位を目指す。 

What is the news? 

11/14発表の2018/12期3Q（7-9月）は、売上高が前年同期比16.9％減の

12.60億SGD、営業利益が同0.7％増の6.61億SGD、純利益が同13.6％増の

3.62億SGDとなった。中国、シンガポールで収益計上される開発プロジェ

クトが減少したことが響き減収となった。一方、シンガポール、中国、

ドイツで取得した新規物件や、2017/8より連結対象化したキャピタラン

ド・モール・トラスト（CMT）、キャピタランド・リテール・チャイ

ナ・トラスト（CRCT）、RCSトラスト（RCST）が寄与し増益となった。 

 地域別セグメントの概況は以下の通り。シンガポール・マレーシア・

インドネシア（SMI）は、売上高が前年同期比 29.6％増の 5.18 億 SGD、

EBIT が同 3.3％増の 4.43 億 SGD。前年同期に計上した Cairnhill Nine や

Victoria Park Villas などのプロジェクトの反動により減収。一方、ショッ

ピングモールの Westgate の売却益などで増益となった。中国は、売上高

が同 19.9％減の 4.40 億 SGD、EBIT が同 5.7％減の 2.58 億 SGD。住宅の引

渡件数が減少したほか、前年同期に生じたサービスアパートメントの公

正価値評価益の反動が出た。ベトナムは、売上高が同 10.2％増の 2,770

万 SGD、EBIT が同 23.7％減の 1,370 万 SGD。住宅の引き渡し件数が伸び増

収となったが、前年同期の子会社売却益の反動で減益。その他地域は、

売上高が同 26.2％増の 2.86 億 SGD、EBIT が同 9.2％増の 8,740 万 SGD。 

How do we view this?  

同社は1/14、テマセク・ホールディングス傘下の不動産開発会社

Ascendas Singbridge（ASB）から、ASBの不動産を実質的に運営する子会社

2社の全株式を取得すると発表。評価額は110億SGD。2019年前半での取

引完了を目指す。ASBは11カ国で事業展開。運営する不動産の80％がビジ

ネス向けで、そのうち過半数がロジスティクスやデータセンターなどニ

ューエコノミー分野である。同社は、管理不動産残高（AUM）を2020/12

期までに1,000億SGD（3Q：928億SGD）まで引き上げ、世界の不動産運用

会社の上位10位入りを目指す。2018/12通期市場予想は、売上高が前期比

12.9％増の52.04億SGD、当期利益が同20.4％減の12.34億SGD。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=80.82円

事業年度 2015/12 2016/12 2017/12 2018/12F 2019/12F

売上高（百万SGD） 4,761 5,252 4,609 5,204 5,462

当期利益（百万SGD） 1,065 1,190 1,550 1,234 1,152

EPS（SGD） 0.24 0.26 0.34 0.30 0.27

PER（倍） 13.75 12.69 9.71 11.00 12.22

BPS（SGD） 4.22 4.15 4.33 4.55 4.72

PBR（倍） 0.78 0.80 0.76 0.73 0.70

配当（SGD） 0.09 0.10 0.12 0.13 0.13

配当利回り（%） 2.73 3.03 3.64 3.94 3.94

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.00 （予想はBloomberg）
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企業データ（2019/1/29)
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3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2019/1）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 40.37

2.ブラックロック 7.02

3.Vanguard Group Inc 2.04
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2000年にプロパティーインベストメントがDBSランドの株

式の一部を取得し合併して設立。アジア最大規模の不動
産会社で、総合開発、ショッピングモール、サービスレジ

デンス、オフィス、住宅、不動産投資信託（REIT）および
ファンドから成る850億SGDを超える資産を所有・運用し

ている。（2017/9/30時点）世界30ヵ国150以上の都市で
事業を展開。シンガポールおよび中国を主要市場とし、イ

ンドネシアやベトナムなどでも事業を拡大している。
投資運用事業では、シンガポールおよびマレーシアで

上場しているキャピタランド・モール・トラスト（CMT）、キャ
ピタランド・コマーシャル・トラスト（CCT）、アスコット・レジ

デンス・トラスト (Ascott Reit)、キャピタランド・リテール・
チャイナ・トラスト（CRCT）、キャピタランド・マレーシア・

モール・トラスト（CMMT）の5銘柄の不動産投資信託を運
用する。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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